
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

県内最大の産地 愛知県オリジナル品種イチゴ 

「ゆめのか」 出荷スタート 

JA あいち海部「あまイチゴ組合」栽培概況 

栽培地域：愛西市、津島市 
栽培面積：１４．６ｈａ 
栽培戸数：６５戸 
収穫時期：１１月から５月 
最 盛 期：１２月上中旬（クリスマス） 

販売実績：１０億 5 千万円 [令和２年度年度] 

流 通 先：中京市場を中心に、奈良、 
新潟方面へも販売 

JA あいち海部「イチゴセンター」概況 

平成２９年１１月竣工 

敷地面積約３，９００平方メートルで階級別集

荷ライン、保冷庫などの設備を導入し、安定し

た品質で出荷できる設備です。 

＜お問合せ先＞取材にお越しいただける際には、事前にご一報ください 

ＪＡあいち海部企画部企画課 （広報担当：大河内） 

ＴＥＬ：0567-28-6760 ＦＡＸ：0567-28-6655  

Ｅ－ｍａｉｌ：sougoukikaku@ja-aichiama.com ＨＰ：http://www.ja-aichiama.com/ 

 

令和 3 年１１月 26 日 

報 道 関 係 者 各 位 

ニ ュ ー ス リ リ ー ス 

ＪＡあいち海部あまイチゴ組合（愛西市／組合長：佐藤進）では 11 月上旬、いちごの出荷を

スタートしました。愛知県品種イチゴ「ゆめのか」の栽培の県下１位の産地で、ＪＡのイチゴセ

ンターより各地に出荷しています。 

今年の栽培状況は猛暑による苗の生育の遅れと苗の定植期の大型の台風の影響により難しい

状況でしたが、その後は天候に恵まれ、順調に生育し、例年と同じくらいの出荷開始となりまし

た。出荷は翌年５月まで続き、販売金額１１億円の出荷を目指しています。 

＜ゆめのか＞ 
愛知県のオリジナル品種です。 
2007 年（平成 19 年）に品種登録されまし
た。円錐形で大きめの果実は少しかためで多
汁。甘味と酸味がほどよく、風味のよい甘酸
っぱさが楽しめるイチゴです。「ゆめのか」と
いう名前には、「みんなの夢の叶うおいしい
イチゴ」という意味が込められています。 

【メディア対応日】 

日時： 可能な範囲で日程調整いたしますが、繁忙期となる１２月は調整できかねます。 

場所： ＪＡあいち海部 イチゴセンター 愛西市早尾町晩稲場 36-1  

内容： 収穫作業、荷づくり風景（パック詰めなど）など 


